
ム
カ
ー
ー
ム
シ

臨
す
る
郎
昨
問
。

ム
ギ
フ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ
参
生
八
幡

社

羽

川
郡

姿
生
に
在
っ
た
。
=
一
州
奇
談
に
、『
姿
生
村
の
向
う
な

る
松
巾
に
式
内
相
見
制
批
立
給
ふ
。

此
溜
に
は
入
附

{
呂
の
枇
建
ち
た
・
り
。
是
は
新
に
舵
般
か
ど
や
き
て
、

金
光
燦
仰
と
L
、制

m祭
般
に
制
民
な
ど
も
有
て
、近

四
四
の
阪
ひ
、
新
来
の
宮
，I
な
が
ら
尚
め
き
見
ゆ
。
思

ふ
に
凶
組
の
一
官
君
彼
末
森
戦
勝
の
御
帥
場
な
れ
ば
、

此
八
幡
は
陣
H
H

を
集
め
て
祭
ら
る
誌

の
よ
し
問
ゆ
。

尤
さ
も
有
べ
き
体
也
。
』
と
釈
す
る
。
こ
の
制
は
今

花"
、
。

到。

Lム
安
ゲ
ナ
ガ
シ
木
権
流
江
約
制
山
巾
相
岡
山
市
で
、

協
尻
か
ら
統
れ
る
相
川
を
、
木
川
刊
の
相
判
官
以
て
洗
ひ
泊

め
る
行

mで
あ
る
。
も
と
M

昨
年
夏
の
土
問
中
一
同
之

を
行
う
た
。

ム
h
y
z
オ

カ

チ

六
組
御
歩

1
マ
カ
テ
沙
。

ム
ク
Z
ゴ
フ
チ
=
ン
ト
ヲ
ム
ラ
六
組
御
扶
持
人

十
村

御
扶
持
λ
十
村
で
あ
る
が
、
配
下
に
組
を
有

せ
ぬ
も
の
や
〕
い
ふ
。
外
に
然
組
御
扶
持
λ
十
村
孤

・

保
組
御
扶
持
人
十
村
列
が
あ
っ
た
。

ム
h
y
ミ
ヅ
キ
ヒ
ト
モ
チ
無
組
附
人
持

続
山
氏

正
統
系
闘
に
、『続
山
被
八
郎
、
延
従
一
泊
年
新
知
千
.右

を
賜
は
り
、
無
組
附
人
持
』
と
あ
る
秘
八
郎
は
、
後

児
の
別
間
後
矢
の
家
臓
を
嗣
ぎ
、
山
城
守
任
風
と
判明し

た
も
の
で
あ
る
。
無
制
附
人
持
は
人
持
待
辿
で
あ
る

が
、
総
一
朗
の
段
告
に
回
せ
ぬ
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。

ム
グ
ラ
ガ
ハ
ラ
一
篠
原

則
叫
平
脈
袋
抱
総
永
二
年

に
、
源
義
仲
の
狩
余

m次
郎
等
が
、
安
楽
寺
か
ら
金

的
坂
を
師
町
、
北
黒
坂
を
絞
り
、
供
利
伽
艇
の
四
葎
阪

に
向
か
ふ
と
あ
る
。
越
m

常
利
回
三
州
志
に
、
こ
の
都
限

を
河
北
郡
供
利
伽
縦
村
の
西
川
で
あ
る
と
も
、
又
は

今
の
原
村
で
あ
る
と
も
い
ふ
設
を
象
げ
て
ゐ
る
が
附

曾
に
過
ぎ
ぬ
。
按
ず
る
に
耶
に
筏
の
生
茂
っ
た
阪
と

い
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。

ム
カ
ヒ
ヤ
マ

郎出問。

向
山

河
北
郡
五
ヶ
庄
に
邸
す
る

を
カ
イ

ヤ
マ

ム
カ
ヒ
ヤ
?

の
小
子。

ム
カ
ヒ
ヤ
マ
向
山

珠
洲
郡
仁
江
の
内
の
小
字
。

ム
カ
ヰ
向
井

臥
京
都
石
井
の
内
の
小
手
。

ム
カ
ヰ
ゲ
ン
シ
ョ
ウ
向
井
元
升

掛
川
は
以
順
。

肥
前
の
仰
陛
で
あ
る
。
政
治
一
見
年
京
に
移
り
住
ん
だ

が
、
総
の
老
院
前
川
キ
貞
は
綱
紀
の
飲
食
調
理
の
容

考
に
供
す
る
お
、
之
に
到
し
て

一
路
そ
編
せ
し
め
た
。

元
副
川
則
ち
沼
山
M
刷
用
倭
名
本
草
十
三
容
そ
作
。
、
江

文
十
二
年
に
来
っ
て
功
そ
峻
っ
た
。

ム
ギ
ガ
ウ
ラ

参
ヶ
浦
以
来
都
南
北
郷
に
邸
す

る
郎
古
川
。
天
文
元
年
七
月
持
続
六
郷
筒
花
料
敏
駐
文

に
は
む
ぎ
の
掛
川
と
犯
す
る
。

ム
ギ
ガ
ウ
ラ
コ
ウ
歩
ヶ
浦
港

邸主中山州
中
間
む

の
支
継
で
、
限
口
は
南
町
す
る
。

ム
ギ
ガ
タ
チ

歩
ヶ

ロ

片
付
能
楽
部
腕
前
川
棚
却

に
凶
L
、卜一
掛川守口

・下
姿令
口一一
郎
前
に
円
引
か
れ
る
。

郷
村
名
義
抄
に
、
村
の
上
に
姿
ヶ
谷
と
い
ふ
谷
が
あ

る
か
ら
名
作
得
る
と
あ
り
。
加
越
闘
将
限
等
級
問
年

羽
品
川
宗
摘
加
自
に
出
馬
の
僚
に
、
『明
日
は
原
・姿今

口
・
山
内
を
攻
候
ベ
し
。
』
と
あ
る
も
是
で
あ
る
。

ム
ギ
ノ
夢
野

J
ム
ギ
フ
ノ
饗
佐
野
。

ム
ギ
フ

歩
生
刑
制
咋
制
抑
水
北
庄
に
邸
す
る
邸

軒
。
=
一
州
首
談
に
饗
生
の
懐
古
と
泌
す
る

一
設
が
あ

ろ。

一
川
北
部
口
問
徳
の
内

向
山

ム
ギ
フ
ノ
夢
生
野

臥
京
都
中
町
野
郷
に
回
す

る
都
軒
。
同
総
町
山
村
八
脇
寺
間
山
政
大
般
若
経
奥
お
に

い
只
治
三
年
修
納
し
た
こ
と
を
記
し
て
、『
上
町
野
郷
庄

袈
脱
出
村
預
所
管
原
向
窓
』
と
見
え
る
。

こ
の
袈
野
も

亦
袋
佐
野
に
同
じ
い
。

ム
ゲ
コ
ウ
シ
ユ
ウ
祭
碍
光
国
南

部
如
が
文
明
筑

年
十
月
附
の
帖
外
御
文
に
、
『
近
比
枕
z
牢
人
川
張
之

俊
一自
首
相
削
方
-
町
山
々
織
統
巾
v
之
僚
、
一一
言
制
州
議
断
迷
惑

之
次
第
也
。

予
誕
於
z
閉
鎖
所
帯
一
日
不
ν
作
=
共
望
-

之
問
、
以
ν
何
可
ν
叫帥
S
I
h
m
体
制百日哉
、
不
辿
之
車
、
悲

而
狛
有
ν
的
問
者
欺
云
々
。』
と
い
う
て
ゐ
る
。
説
L
吉

崎
御
坊
の
日
に
餓
椛
と
な
る
に
及
び
、
門
米
の
徒
牢

人
に
引
府
中
せ
ら
れ
て
、
或
は
邦
一
如
の
指
抑
に
凶
る
が

如
〈
袋
ひ
、
或
は
宗
門
の
利
従
を
明
加
せ
ん
が
絡
で

め
る
と
仰
向
り
、
仙
の
私
領
を
占
領
す
る
も
の
が
あ
っ

た
の
で
あ
ら
う
。
持
続
大
前
正
使
文
明
六
年
十

一
月

朔
日
の
僚
に
、
常
川
の
風
間
に
よ
っ
て
、
加
伐
の
一

向
宗
一
土
民
が
無
向
先
宗
と
栴
し
て
侍
分
と
容
ひ
、
お

に
凶
中
よ
り
臨
遂
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
キ
認
す
も

の
、
印
ち
是
と
同
じ
で
あ
ら
う
。

ム
ケ
ン
チ
キ
メ
ダ
カ
祭
捻
地
極
高
j
キ
メ
〆

カ
傾
向
。

ム
サ
シ
ガ
ツ
ジ

武
譲
ヶ
辻

余
抑
制
柑
問
と
袋
町

及
び
近
江
川
と
出
品
江
町
川
の
十
字
協
を
い
ふ
。
往
昔

武
縦
庄
兵
衛
の
郎
地
が
こ
L
に
在
っ
た
に
凶
っ
て
名

を
得
る
。

ム
サ
シ
シ
ョ
ウ
ベ
エ
武
田拙
庄
兵
衛
金
持
家
柄

川
人
の
一
人
。
そ
の
元
副
は
石
黒
庄
兵
衛
と
も
、
武

山
相
庄
兵
術
と
も
榔
L
、
城
州
伏
見
に
居
住
し
て
、
前

m利
家
の
伏
見
に
眠
た
頃
臨
州
市
中
用
問
を
円
以
り
、
次
い

で
金
持
に
移
。
、
阪
回
目
十
七
年
に
残
し
た
。
一
一
代
庄

兵
衛
は
利
円
仙
の
時
の
人
で
、
寛
永
十
八
年
波
L
、
そ

の
後
代
々
庄
兵
衝
の
名
を
m
闘
い
で
問
年
待
に
任
じ
、

印
刷
佼
荊
見
の
特
典
そ
判
官
、
そ
の
家
の
在
る
防
を
逢
に

武
蹴
J
誌
と
抑
制
せ
ら
れ
る
に
来
っ
た
が
、
明
治
サ

一

年
鹿
般
を
N
M
却
し
て
去
っ
た
。

ム

ジ

無

地

務

政
の
時
、
山
入
の
地
文
は
市
以

外
の
地
で
、
川
総
・
山
際
な
ど
の

作
物
を
航
ゑ
得
ぬ

八
三
八

加
を
無
地
と
も
空
地
と
も
桝
へ

、
御
初
出
中
行
の
支
配

に
関
し
た
。

ム
シ
オ
h
y
リ

虫

送
開
制
虫
背
筋
除
す
ろ
こ
と
で
、

滞
数
時
代
に
は
、
毎
夏
土
用
巾
に
村
方
一
一
同
松
岡
に

防
火
L
、
そ
の
匝
域
内
守
的
制
る
を
い
ひ
、
河
北

・
行

川
南
郡
で
は
務
侯
の
居
械
に
近
い
か
ら
、
虫
詮
太
叫
以

脅
打
つ
に
そ
の
届
出
許
可
を
製
し
た
。

こ
の
こ
と
付

一
兆
松
元
年
に
初
っ
た
と
い
ふ
。
能
楽
部
で
も
御
技
持

人
か
ら
虫
治
太
踏
に
付
い
て
阿
川
た
が
許
可
中山間出せ

ず
、
仙
の
諸
都
は
自
由
で
あ
っ
た
。

ム
シ
ガ
ミ
ネ
虫
ヶ
峰

m
m
咋
制
日
用
部
都
内山出

北
に
首
る
山
。
お
き
三

O
O米
。
地
向
卸
石
安
山
針
。

ム
シ
ガ
ヲ
シ
ヤ
虫
ヶ
尼
社

能
栄
都

牛
首
川
山

上
流
赤
岩
の
地
に
あ
り
て
、
平
保
年
制
の
創
建
と
似

へ
、
も
と
不
励
明
王
を
安
問

τ、
邸
内
に
大
佐
が
あ

る
か
ら
桜
の
宮
と
も
い
う
た
。
越
前
名
制
考
に
、『
，I

岩
よ
り
一
竪
行
き
、
左
の
方
の
林
中
に
、
大
怒
}れ
の

上
に
祉
有
。
。

虫
の
隠
の
波
乱
時
開
山
子
と
い

ふ
。
其
結

石
の
上
、
祉
の
後
に
大
木
あ
り
。
縦
は
棋白
石
キ
一
か
ら

み
て
土
な
し
。
山
位
の
木
な
り
。
こ
h
よ
り
つ
瀬
川
出

湯
ま
で
は
、

一
塁
ば
か
・
り
あ
り
。
』
と
記
す
る
。
こ
の

枇
は
鯨
の
例
制
服
に
把
枕
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
九
年
七
且
十

一
日
の
手
取
川
洪
水
に
統
失
し

た。
ム
シ
コ
む
し
己

金
抑
留
す
に
て
町
家
の
街
怖
に

接
す
る
，
町
而
に
恨
め
込
み
た
る
M
u
m
M
製
の
戸
で
、
気

む
し
こ
と
も
い
う
た

4
上
使
御
泊
之
節
む
し
こ
不
同
日

は
づ
L
尻
風
食
可
申
候
。
』な
ど
h
あ
る
。

ム
シ
サ
キ
虫
崎

円
円
腿
品
川
柑
賂
の
内
の
小

宰
。
ム
ジ
ダ
カ
無
地
一
品

開州
政
の
時
、
設
古川
の
名
義

の
み
存
し
て
、
民
際
の
地
所
な
き
も
の
を
い
う
た
。

例
へ
ば
刷
出
の
面
積
に
石
椛
を
来
じ
て
之
を
合
算
し


